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要     旨 

（諸言） 自己免疫性膵炎は 1 型と 2 型に分けられ、さらに CT 所見からびまん型と腫瘤形成型に分類

され、1 型は血清 IgG4 の上昇や膵外病変などによって特徴づけられ、ステロイド治療によく反応する

が、その後に起こる膵萎縮や糖尿病の発症リスクについての長期的な研究はこれまでに報告されていな

かった。そこで本研究では、自己免疫性膵炎患者の膵臓の体積を 3D CT を用いて測定し、follow up 期

間中の膵体積の変化と血清 IgG4 値および糖尿病の発生率との関連を評価することを目的とした。                                       

（研究対象及び方法）1998 年から 2021 年の間に自己免疫性膵炎と診断され、少なくとも 18 カ月間の

follow up が行われた 33 名の 1 型自己免疫性膵炎患者（びまん型 16 名、腫瘤形成型 17 名）を対象とし

た。ワークステーション上で造影 CT のデータから膵体積の測定を行なった。 

（結果）膵体積は 25 カ月以内に急速に減少し、その後は減少速度が緩やかになり、最終 follow up 時点

での膵萎縮率は平均 59.3%であった。びまん型の患者は腫瘤形成型の患者よりも膵萎縮率が有意に高か

った（68.1% vs 51.0%、P = 0.012）。                                                               
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糖尿病の発生率は、びまん型の患者で有意に高く、初期診断時点ではびまん型患者の 68.8%、腫瘤形成

型患者の 47.1%が糖尿病を発症していた。この差は follow up 期間中に拡大し、最終的にはびまん型患

者の 81.3%が糖尿病を発症したのに対し、腫瘤形成型患者では 41.2%と有意差を認めた（P = 0.032）。

また、膵萎縮率が高いほど糖尿病の発生率が高かった。                                           

血清 IgG4 値は膵体積と中程度から非常に強い正の相関（p ≥ 0.4）を示し、特に膵外病変を伴わない患

者で顕著であった（69.2%の患者で観察された）。                                                                               

Follow up 期間中に 12 名（36.4%）の患者で膵再増大（再燃）が観察された。膵再増大は主に 7.8 年後

に飽和する傾向があり、累積再増大率は 10 年後で 55.0%に達した。びまん型患者では累積再増大率が

やや高い傾向を示したが、腫瘤形成型患者との有意差はみられなかった。                                                                                                                

（考察）本研究では膵の萎縮はびまん型患者が腫瘤形成型より顕著であったが、これはびまん型の方が

炎症が広範囲に及ぶためと推測される。また、糖尿病の発生率はびまん型で高く、膵萎縮が内分泌機能

低下を引き起こすことを示唆しており、長期的な糖尿病の管理が必要であると思われる。血清 IgG4 値

と膵体積には中程度から非常に強い正の相関が認められ、IgG4 値が膵の炎症や活動性を反映する指標

として有用であると思われる。自己免疫性膵炎の再燃は 36.4%の患者で見られたが、その原因が線維化

や慢性的な構造変化によるものかは明らかではなく、さらなる研究が必要である。                   

自己免疫性膵炎患者における膵萎縮は糖尿病と密接に関連しており、特にびまん型患者ではそのリスク

が高いことが示された。また、血清 IgG4 値は膵炎の経過をモニタリングする上で有用であると考えら

れる。本研究は、膵臓の体積変化が自己免疫性膵炎患者の長期的な転帰に重要な影響を与えることを示

した。                                                   

（結語）1 型自己免疫性膵炎患者において、膵体積は診断後の 25 か月で急速に減少し、その後緩やか

になることが示された。膵萎縮は糖尿病の発生と密接に関連しており、びまん型患者でその影響が特に

顕著であった。また、血清 IgG4 値は膵体積と関連し、疾患活動性を評価する指標としての有用性が示

唆された。この結果は、自己免疫性膵炎患者の長期 follow up 後の膵体積の減少は糖尿病発症と密接に

関係していることが示唆された。                                                    

                                                


